
ソーシャルICTシステム研究室
Social-ICT System Laboratory

ソーシャルICTシステム研究室では、スマートメータ基盤用途で開発
された世界標準IoT無線通信規格Wi-SUNなどを活用し、新しいIoT

サービスを地域に浸透させるための実証実験を推進しています。

当研究室は下図の3つの戦略に基づき活動を行っています。

タクシー会社や飲料メーカーのご協力の下、徘徊高齢者の見守りサー
ビス、子供の飛び出し検出・通知サービス、タクシー乗客発見支援
サービスなどの実証実験を実施しています。

E-mail： social-info@ml.nict.go.jp
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戦略②社会に浸透済み資源を
“緩くつなぐ”

戦略③人流・物流に
“データの流通”も託す

戦略①“データの地産地消”で地域の課題は地域で解決
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ボト ルカー5台

タクシー65台

外部BOX利用IoTルータ
設置自販機12箇所

IoTルータ内蔵自販機
41箇所

Wi-SUN用アンテナ

IoT無線タグ設置
自販機46箇所

東京都墨田区内の自動販売機やタクシー

に無線通信規格Wi-SUNを用いるIoT無線

ルータを搭載し、地域IoTサービス基盤

のプロトタイプを構築しています。

Wi-SUNは920MHz帯を用いる免許不要の

スマートメータ用無線通信規格として

2023年度末には全国7800万世帯に普及

する予定であり、今後更なるIoTサービ

ス用途としての利用が期待されています。

①見守り対象者の発生 ②地域ネッ ト ワークで共有

③地域住民で見守ります

地域見守り
サービス

地域見守り 参
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地域見守り
アプリ D L

見守り協力依頼

見かけたら
ここ

をクリック

①飛出し対象の発生

♪飛出しスポッ ト
接近中♪

② 地域ネッ ト ワークで共有

③地域住民で
見守ります

地域で高齢者/子供を “ながら見守り” (WiWi-Mimamori)

▸ コミュニティ参加型徘徊高齢者の捜索サービス

▸ 見守り対象者を「見かけたらタップ」するだけの簡単な仕組み

Android上で動作する
アプリイメージ

見えない “飛び出し” を注意喚起 (WiWi-Alert)

▸ 子供の飛び出しをWi-SUNビーコンで検知し運転手へ警告

▸ 振動検知で動作する仕組みにより端末内電池の長寿命化を実現

子供が所持する
ビーコン端末

運転手向け
注意喚起アプリ

タクシーによる “ながら” 乗客発見支援 （WiWi-Taxi）

▸ タクシー運転手間の情報共有を車々間通信により実現

▸ 街で見かけたお客様の情報を1タップでお手軽共有

①乗車ニーズの発見

♪お客様情報
があります♪

② 地域ネッ ト ワークで共有

③新たな乗客獲得

賃走

空車

乗客発見時の
操作イメージ

お客様情報
受信イメージ

※設置数は2019年3月末現在

E-mail： social-info@ml.nict.go.jp


